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研究成果の概要（和文）：本研究では、大学評価の観点から、大学の教育活動を表す文書に着目し、テキストマ
イニング技術により、分析結果(カテゴリー化とその関連構造および特徴語)を自動的に2次元上に可視化するシ
ステムを開発することを目的として取り組んできた。中期計画や自己点検評価書などの文書を中心に、国公私立
大学の違いも考慮しながら、テキストマイニングによる分析結果をもとに、具体的には年度ごとに自己点検評価
書の目次構造の特徴語を表示して、経年変化を可視化できるクロス表検索エンジンを開発した。このシステムは
目次構造が同じで毎年発行する文書にも適用可能であり、数値データでは見えなかった解釈を付加することが期
待できる。

研究成果の概要（英文）：The present study examined documents on the educational activities of 
universities; we developed a system that automatically visualizes the analytical results 
(categorization, related structures, and feature words) as a two-dimensional map using text-mining 
technology. We also considered differences between national, public, and private universities by 
looking at documents such as medium-term plans and self-assessment reports. Based on the results of 
text-mining analysis, we developed a cross-tabulation search engine to visualize chronological 
changes by specifically displaying the feature words in the table of contents from the 
self-assessment reports for each year. This system can be applied not only to self-assessment 
reports but also to other documents with the same structure in their table of contents. The 
application of this system to annually published documents related to university evaluation enables 
additional interpretations beyond what can be seen with numerical data.

研究分野： 高等教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義や社会的意義は、次の2点である。
(1)多様な文書(テキストデータ)を可視化するテキストマイニングシステムの開発を目指してきた。本研究で開
発したシステムにより、文書(テキストデータ)を2次元上に可視化することが可能になり、それにより客観的な
分析(量的研究)を行うことができる。
(2)大学評価の新しい方法論の確立を目指してきた。本研究でテキストマイニングによる分析方法を大学評価に
おいて実践活用する仕組みを提案することにより、大学における真の教育活動の評価・改善の一翼を担うことが
期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
現在、大学評価は学校教育法及び国立大学法人法等により義務付けられ、大学は、組織として

自己点検評価を継続的に行うことが求められている。また最近では、内部質保証の確立のために、
多くの大学において IR (Institutional Research) 1) を導入し、データに基づく評価・改善の仕組み
を構築することを目指している 2)。このような背景から、これまで、大学における自己点検評価
システム、IR のためのアンケートシステム（ステークホルダーからの意見聴取）を開発してき
た 3) 4)。これらのシステムにより、データの収集、分析結果の可視化が可能となり、大学におけ
る評価文化の普及を促進してきた。しかしながら、現状のシステムは、数値データの分析が主で
あり、文書（テキストデータ）の客観的分析（量的分析）を活用した教育活動に関する評価を行
うことはできない。システムで可能なこととして、数値データの経年変化や大学間比較を行って
きたが、文書（テキストデータ）に関してはシステム化できず、質的な評価にとどまっていた。 
我々は教育活動における評価指標のひとつとして「学生の学習の質の変化をデータに基づい

て見ることができないだろうか」という学術的な「問い」を持っている。真の学生の変化は教員
が直に感じているものが正しいだろう。観察やインタビュー、日常のミニレポートの中に隠され
ている。その変化を見逃さずにデータで見ることができるならば、真の教育の目的に近づくこと
ができるのではないだろうか。これが大学評価の最も重要な課題であると考えている。 
学術的背景としては、LMS (Learning Management System：学習管理システム) などのログデー

タを活用した、LA (Learning Analytics)、EDM (Educational Data Mining) などの研究分野が盛んで
あり、機械学習を活用した退学予測などの実践的な研究 5)が進められている。その一方で、これ
らのデータや分析方法を大学の組織的な評価・改善にどのように活用していくか、また共通的な
指標をどのように開発していくかなど、大学評価への適用に関する議論は我々が知る限り、ほと
んど行われていない。 
そこで本研究は、これまでの大学評価に関する研究成果（システム開発）を踏まえて、テキス

トマイニング技術を、大学評価（特に教育活動における自己点検評価）の分野において適用する
ことを目的とする。大学評価において、どのような文書を、どのような観点（指標）で分析すれ
ば、どのような結果が得られるのか、まずはデータと分析方法について何通りかの組み合わせを
予備的に調査し、その妥当性について検証する。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、大学の活動を表現する多様な文書（テキストデータ）に着目し、テキストマ

イニング技術により分析結果を 2 次元上に可視化するシステムを開発することである 6)。これは
テキストデータを客観的指標に基づき分析する手法のひとつであり、大学の強みの発見や要因
解明など、従来の数値データでは見えなかった解釈を付加した分析結果に導く画期的な方法と
なることが期待できる。 
 
 
３．研究の方法 
(1) ２つの観点による分析 
大学の強み（と弱み）を分析する観点として、大学機関別選択評価の評価項目を活用する（表

1）。この評価項目をもとに、自己評価書中で参照されている根拠となる文書を各大学において調
査し、それらの文書をもとにテキストマイニング技術を活用して、各大学の強みを明らかにする。
本研究では、① 各大学が明言している強みの分析、② 隠れた強みの発見、の２つの分析目標を
設定した（表 1）。 

 
表 1. 基本的な観点と根拠資料（文書）との関係 

自己点検評価 
の PDCA 

基本的な観点 
（評価項目） 

根拠資料（文書）の例 
（山口大学の例） 本研究の分析目標 

P 
 計画や具体的方針の

有無 
 計画の公表・周知 

・山口大学憲章 
・明日の山口大学ビジョン 
・第２期・第３期中期計画 

① 各大学が明言して
いる強みの分析 
（大学間の比較） 

D 
 計画に基づく活動の

実施 
・大学要覧（※数値） 
・山口大学活動白書 
・各種活動報告書（冊子／Web） 
（FD 報告書、授業改善報告書） 
・ティーチング・ポートフォリオ 

② 隠れた強みの発見 
（経年の比較） 

C  活動の成果 

A  改善のための取組 

 
 



(2) 3 年間での研究計画 
2020 年度は、① 各大学が明言している強みを分析するために、中期目標・中期計画等の文書

を収集する（前掲表 1）。これらの文書は形式が同じため、大学間の比較分析が可能である。2021
年度は、② 隠れた強みを発見するために、各大学の活動報告書を収集する。これらの文書は形
式が異なるため、様々なテキストマイニングの技術を活用して分析方法自体も検討する。2022 年
度は、これまでの分析結果をもとに、試行的に大学の活動報告書を対象として、大学の隠れた強
みを発見するためのシステムを開発し、有効性の評価を行う。 
 
 
４．研究成果 
(1) 研究の主な成果 
① 各大学が明言している強みの分析 
国公立大学においては、すべての大学で中期計画が公開されている。本研究では、私立大学か

ら公立大学へ移行した 10 大学の中期計画文書を対象として、テキストマイニングを使って 10 大
学の特徴を分析し、研究成果を国際会議で発表した 7)。KH Coder を使って、共起ネットワーク、
対応分析、自己組織化マップの 3 つの手法により 2 次元マップとして可視化し、それらの分析結
果から全体像を解釈した。また国立大学に関しても、KH Coder を使って、共起ネットワークの
手法により 2 次元マップとして可視化し、それらの分析結果から全体像を解釈した（図 1）8)。 
 

 
図 1. KH Coder を使った国立大学の第 4 期中期計画の事例 

 
 

2020 年 4 月には私立大学においても中期計画の策定が義務化されたが、公開は義務化されて
いないため、私立大学での成功事例（模範的な大学）を対象として、その中期計画文書中の特徴
となる文を抽出した。ここでは、大学評価に関わったことがある複数の専門家が特徴となる文を
抽出した結果、各大学の経営戦略の違いを明らかにすることができた。さらに財務に関する政
策・ビジョンの実効性に着目し、模範的な 3 大学の特徴となる文を抽出した結果、各大学の経営
戦略の違いを明らかにすることができた 9)。 

これらの分析結果 9)から、中期計画文書の策定には、具体的な記述（戦略）とそれらの根拠と
なる関連データの所在や管理方法が組織化されていることが、成功事例の大学に共通する特徴
であることが明らかになった。しかし、どのような意思決定過程を経て中期計画文書が策定され
ているのかは、これらの資料だけでは不十分である。国立大学の法人化による組織改変などもあ
り、日本のすべての大学において、意思決定過程の最適化は重要な課題である。そこで、重要文
書の公開が義務付けされている国立大学を対象に大学の事例研究を行い、入手した資料の中で、
意思決定過程の記述をどのくらい読み取ることができるかを分析した。今回、認証評価受審のた
めの自己点検評価書の記述内容に基づいて分析した結果、大学の意思決定過程の流れの概観を
把握することができた 10)。 

 



② 隠れた強みの発見 
多くの大学が毎年自己点検評価書を発行し、その文書は同じ目次であることに着目して、ほと

んど同じ階層構造である文書について、それぞれの章の特徴語を抽出し、その特徴語を、例えば、
縦軸に目次（各章）、横軸に年度を設定して、クロス表に可視化することで、特徴語の経年変化
（何が変化しているか）を一目で確認することができるのではないかと考え、クロス表検索エン
ジンを開発した 11)。開発したシステムでは、文書の目次構造と発行年に基づいてクロス表が作
成されるため、効率的に、経年変化（時間的変化）の仮説を立てることが可能になった（図 2）。
具体的には山口大学活動白書の文書を対象とした分析から、2016 年に[選抜][倍率]が特徴語とし
て急に出現し変化点を発見することができた。この特徴語から「2016 年度から始まった私立大
学入試の定員管理の厳格化は、アドミッション・ポリシーに影響を与えている」という仮説を立
て、実際にこの仮説を検証することができた（図 3、図 4）。これらの成果を国際会議の論文とし
て発表し 12)、国内の大学 IR 講習会においてもこの研究成果を共有する機会を得ることができた。 

 

 
図 2. クロス表検索エンジンで可視化される画面イメージ 

 

図 3. クロス表検索エンジンを使った山口大学の事例 1 
 
 

図 4. クロス表検索エンジンを使った山口大学の事例 2 
 
 



(2) 国内外における位置付けとインパクト 
本研究成果の学術的意義や社会的意義は、次の 2 点である。 
① 多様な文書(テキストデータ)を可視化するテキストマイニングシステムの開発を目指

してきた。本研究で開発したシステムにより、文書(テキストデータ)を 2 次元上に可視
化することが可能になり、それにより客観的な分析(量的研究)を行うことができる。 

② 大学評価の新しい方法論の確立を目指してきた。本研究でテキストマイニングによる
分析方法を大学評価において実践活用する仕組みを提案することにより、大学におけ
る真の教育活動の評価・改善の一翼を担うことが期待される。 

 
(3) まとめと今後の展望 

本研究では、大学の活動を表現する多様な文書（テキストデータ）の中から、中期計画や自
己点検評価書を対象に、KH-Coder を活用した分析や、大学評価に関わったことがある複数の専
門家による文書の特徴文の抽出など、システムを開発するための色々な観点からの調査を行な
ってきた。これらの分析結果を基に、複数年分の自己点検評価書のテキストデータを使って、テ
キストマイニング技術により分析結果を 2 次元上に可視化するシステムを開発した。このシス
テムを活用することにより、従来の数値データでは見えなかった解釈を付加する大学評価の画
期的な方法となることが期待できる。 
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